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多数のプロセス値を同時に監視し、未知の事象を含めた異常の予兆を検知する、新しいデータ駆動型手法

を開発した。約 3,000 プロセス値のシミュレーションデータに対し、誤検知ゼロで優れた検知性能を示した。 
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1. 緒言 

原子力発電所において、プラントの性能と様々なシステムの健全性を監視する目的で、何千ものプロセス

値が測定されている。運転員が全てのプロセス値を常時監視することは困難である。そこで、多数のプロセ

ス値を同時に監視し、未知の事象を含めた異常予兆を、少ない誤検知で早期に検知可能にする、新しいデー

タ駆動型手法を開発した。 

2. 検知アルゴリズムの改良 

異常予兆はプロセス値と予測値の差で検知する。高精度の予測値を得るために、深層学習のアルゴリズム

のひとつであるオートエンコーダをベースに、原子力発電所のプロセス値の特徴に対応したネットワーク構

造を構築した（図１）。２段階のオートエンコーダで構成され、それぞれが異なる性質の信号を学習すること

で、正常状態を高精度に予測する。 

3. 検知性能の確認 

異常検知性能を、3,100 のアナログプロセス値を持つ 1,100 MW の沸騰水型原子炉のシミュレーションデー

タで確認した。２段階オートエンコーダは、定常状態、過渡状態、および外乱下において、誤検知ゼロで優

れた検知性能を示した（図２）。 
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図 2. 外乱下のプロセス値と予測値の例 図 1. ネットワーク構造 
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